
発行京都府宇治市

編集広報課

〒611京都府宇治

市宇治ｔ琶33番地

電話（0774）22－3141

●毎月1日・ｕａ・21ａ発行

3／1
昭和59年
（1984年）

青少年問題の悩みなどお気軽に

宇治こころの電話

0774－24－0800

第658号
（ＢＢＳ・祝日除く毎日午前9時～午後5時）

性の相談がト

ッ
プ

増
え
て
い
る
悩
む
青
少
年
－
一
ヵ
月
に
百
五
十
四
件
の
電
話
相

談
が
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。
市
教
育
委
員
会
が
ま
と
め
た
、
五
十
八
年
度
の
宇
治

「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
の
相
談
総
件
数
は
、
前
年
度
よ
り
百
四
十
五

件
多
い
千
八
百
四
十
件
。
相
談
件
数
は
毎
月
平
均
し
て
お
り
、
電

話
相
談
が
着
実
に
市
民
の
中
に
定
着
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
で

は
「
性
」
の
問
題
が
前
年
度
に
続
い
て
最
も
多
く
、
「
男
女
関
係
」

が
対
人
関
係
を
抜
い
て
第
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

． ． ． ． Ｊ
－ －

市の行事予定や

予防接種日など掲載

3月上旬から配布カラー刷り

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
市
の
行
事

予
定
や
相
談
日
程
、
市
の
制
度
な

ど
を
掲
載
し
た
「
市
民
カ
レ
ン
ダ

・
‐
‐
と
手
び
き
」
（
Ａ
4
版
四
十
ペ

ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
各
月
に
市
の

行
事
な
ど
の
写
真
を
掲
載
、
行
事

予
定
や
税
の
納
期
な
ど
を
載
せ
て

い
未
了
。
ま
た
、
手
び
き
で
は
、

市
民
生
活
に
か
か
わ
り
深
い
市
の

制
度
金
器
］
別
に
紹
介
し
て
い
る

ほ
か
、
予
防
接
種
な
ど
の
保
健
予

防
日
程
表
や
災
害
時
の
避
難
場
所

な
ど
忿
載
せ
て
い
未
了
。

こ
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び

き
は
、
家
族
の
予
定
や
出
来
事
な

ど
を
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
「
我
が

家
の
一
年
」
の
記
録
と
し
て
保
存

で
き
ｖ
Ｏ
．
よ
＾
ｒ
＾
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
三
月
上
旬
か
ら
各
町

内
（
自
治
）
心
一
長
岑
ん
の
ご
協
力

を
得
て
、
ご
家
庭
に
お
届
け
ず

る
予
定
で
す
。
な
お
、
町
内
（
自

治
）
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
宇
治
市
公
民
館
（
宇

治
里
尻
）
、
木
幡
公
民
館
（
木
幡

内
畑
）
、
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町

寺
内
）
に
カ
レ
ン
ダ
1
‐
を
＆
ｍ
ｉ

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た

市
役
所
に
来
庁
の
と
き
広
報
課
ま

で
お
越
し
い
た
が
で
か
、
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
写
真
は
、
市
の
行
事
予
定
な

ど
が
載
っ
て
い
る
『
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
と
手
び
き
』
）

詮

茨

箆｜

宏

島
井
淳
一
郎

畠

ｉ

293

0
00

0
｀
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｀
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「
性
・
男
女
関
係
」
で

約
3
8
％

相
談
内
容
は
、
「
性
」
の
問
題

が
最
も
多
く
二
六
・
三
％
（
前
年

度
二
三
・
一
％
）
を
占
め
、
「
男

女
関
係
」
の
一
丁
九
％
（
前
年

平
均
し
た
利
用
で
定
着

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
は
、

青
少
年
の
だ
れ
に
も
相
談
で
き
な

い
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
青
少
年
一

人
ひ
と
り
の
心
の
健
康
と
豊
か
な

人
間
性
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
に
ス
タ

ー
ト
と
し
た
。

五
十
八
年
度
の
相
談
件
数
は
千

八
百
四
十
件
。
前
年
度
と
比
較
し

て
百
四
十
五
件
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
五
十
七
年
度
で
は

毎
月
の
相
談
件
数
が
月
に
よ
り
大

西
7
産
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
五

十
八
年
度
は
ほ
ぽ
同
数
で
推
移
し

て
お
り
、
電
話
相
談
が
着
実
に
市

民
の
中
に
定
着
し
て
き
た
と
考
兄

Ｇ
墾
子
。

相
談
者
は

中
学
生
が
最
多

世
代
別
で
は
、
中
学
生
が
三
百

八
十
三
人
（
二
〇
・
八
％
）
と
最

世代別受信数（58年度）
伶
0
0
0
0

ｒ
Ｑ
ｒ
｀
Ｊ

0
0

0
0

4
｛
ｊ

も
多
く
、
前
年
度
の
三
百
一
人
（
一

七
・
七
％
）
と
比
べ
て
八
十
二
人

増
凡
て
い
康
ｙ
。
次
に
、
高
校
生

及
び
モ
の
他
の
十
代
と
大
学
生
が

三
百
五
丈
（
一
九
％
）
で
こ
れ

に
続
い
て
い
未
了
。

性
別
で
は
、
男
八
百
四
十
三
人

（
四
五
・
八
％
）
に
対
し
、
女
九

百
九
十
七
人
（
五
四
・
二
％
）
で

女
性
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

▲青少年の健全な成長はみんなの願い（昨年

1月、宇治中学校の耐寒マラソン）

不
明

4
0
代
以
上

3
0
代

青
年
（
2
0
代
）

大
学
生

そ
の
他
の
1
0
代

高
校
生

中
学
生

小
学
生

度
七
・
九
％
）
が
「
対
人
関
係
」

の
八
・
六
％
（
前
年
度
一
一
％
）

か
授
い
て
第
二
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

性
」
の
相
談
か
分
類
す
る
と

病
気
、
性
器
、
生
理
に
関
す
る
こ

と
や
、
性
関
係
（
性
行
心
、
妊
娠
、

中
絶
、
知
識
、
情
報
、
同
性
愛
）

な
μ
Ｅ
な
っ
て
い
ま
す
。

「
男
女
関
係
」
で
は
恋
愛
、
交

際
が
圧
倒
的
に
多
く
、
相
談
者
は

中
学
生
女
子
が
半
数
を
占
め
て
い

ホ
ヂ
。
ま
た
、
性
格
、
行
動
の
問

題
や
妊
娠
・
中
絶
・
出
産
に
つ
い

て
の
相
談
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
対
人
関
係
」
で
は
、
友
人
や

仲
間
、
知
人
と
の
問
題
が
多
く
、

女
性
か
ら
の
相
談
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
付
袁
に

い
で
の
悩
み
が
増
え
て
お
り
、
地

域
で
の
対
人
関
係
の
難
し
さ
が
出

て
い
未
了
。

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
は
、

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の
相
談
員
八
十
三

人
が
受
け
て
い
求
丁
。
誰
に
も
相

談
で
き
な
い
心
の
悩
み
は
、
遠
慮

な
く
宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮
の
前
納
税
貯
蓄
組
合

稲
田
邦
三
大
石

岡
田
憲
三

雲

一一

▽安西片｀小下永井川山逼西岡簒

利・安弘喜続功次勝子子生職
員

小折北家菊ヒ柳藤岡口地鋳

―＾ＩＥ享藁盾

富
治
林
鐘
一

田
中
千
鶴
子

リ牡某

射撃鸚
中
井
真
晴

光
宮
正
法

長
谷
川
笑
子

松
本
季
ｔ

鈴
木
幸
男

一
井
良
雄

十
倉
弘

▲進む都市基盤整備（市民文化センター建設

工事・2月24日撮影）

中
洋
種
男
奥
野
敏
和

池
端
雅
和
北
川
兵
一
郎

中
川
治
子

▽
土
地
買
収
評
価
委
員
会
委
員

山
田
吉
三

▽
都
市
計
画
審
議
会
委
員

森
田
吉
一

▽
国
民
健
康
保
険
運
営
協
甦
萎

員野
口
茂

▽
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委

．
員江

口
辰
造
宮
本
信
夫

▽
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会
委

員片
山
哲
夫

▽
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
審
議

会
委
員

江
口
喜
代
道

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

鎌
田
武
男

▽
学
校
医

〈
昇
義
博

小
山
武
彦

森
岡
哲
吾

▽
学
校
歯
科
医

久
富
明
宏

▽
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員

伊
丹
光
淳

▽
行
政
相
談
委
員

瀬
田
佐
江
子

▽
民
生
児
童
委
員

北
村
あ
き

辻
栄
次
郎

▽
町
内
必
一
長
・
自
治
会
長

乙」副木ｍａ緋

治歳貞順正緒雄正造次

吉山森広田川田脇瀬中

健耕貞政義次三二明一

▽
教
職
員

奥
田
和
雄

▽
市
政
協
力
団
体

京
都
中
央
信
男
蛋
西
小
倉
支

店京
都
府
危
険
物
安
全
協
会
宇
治

市
支
部

株
式
会
社
京
都
銀
行

株
式
必
一
社
公
益
社

自
治
功
労
者
な
ど
表
彰

市
制
施
行
3
3
周
年
記
念
式
典
で

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
宇
治
市
は
、

昭
和
二
土
八
年
に
誕
生
。
き
ょ
う
、

三
月
一
日
は
三
十
三
回
目
の
市
制

施
行
記
念
日
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
か
得
て
多
く
の

困
難
忿
墨
忌
え
、
今
や
人
口
も

土
八
万
人
余
と
な
り
、
京
都
南
部

の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
本
年
は
、
都
市
基
戮
つ

く
り
牽
め
ざ
し
て
着
工
し
た
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
、
斎
場
が
完
成
す

る
予
定
で
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
は
着
実
に
歩
ん
で
い
乖
ｙ
。

こ
シ
し
た
中
で
、
三
月
一
日
に

新
庁
舎
で
自
治
功
労
者
や
篤
志
者

の
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
、

市
制
施
行
三
十
三
周
年
の
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
ず
。

今
年
、
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
る
の
は
次
の
皆
ポ
ん
で

す
。
（
敬
称
略
）

▽
自
治
功
労
者

西
本
コ
ト
藤
井
初
栄

▽
篤
志
者

市
井
ト
シ
エ
’
城
野
一
生

ｔ
薮
法
人
庚
申
会
龍
神
総
宮
社

本
田
卓
夫
吉
田
利
一

株
式
会
社
三
和
銀
行

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
・
組
合
長

乙
方
町
納
税
貯
蓄
組
合

ｔ
雀
川
納
税
貯
蓄
組
合

橋
本
町
納
税
貯
蓄
鰻
に

宇治「こころ」の電話

58年度のまとめ

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
発
行
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3
月
1
5
日
ま
で
募
集

宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、
宇

治
市
少
年
少
女
合
唱
団
笙
ハ
期
生

夕
募
集
し
示
す
。

▼
5
募
資
格
＝
・
市
内
に
居
住
し
、

4
月
に
小
学
校
4
、
5
年
生
と
な

る
、
歌
に
情
熱
夕
痔
つ
男
子
・
女

子
▼
団
洒
動
・
・
・
福
至
曜
日
、
午

後
の
定
期
練
習
の
ほ
か
、
各
種
発

本
場
の
早
治
茶
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
宇
治
川
指
い
に

あ
る
市
営
茶
室
。
対
鳳
庵
″
が
三

月
一
日
か
ら
開
席
に
ｙ
チ
。
隣
接

の
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈
市
営
茶
室
対
鳳
庵
」

▽
開
席
時
間
・
・
・
三
月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
（
夏
季
も
開
席
）

▽
開
席
時
間
・
・
・
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で

▲今日、3月1日から開設した

市営茶室゛対鳳庵。

▲宇治市少年少女合唱団（第4回京都府民合唱祭から）

表
会
、
演
奏
会
へ
の
参
加
、
春
季

ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
季
〃
縦
な
ど
▼

募
朱
人
員
・
：
3
0
人
（
5
年
生
は
若

干
名
）
▼
募
集
期
間
・
・
・
3
月
1
5
日

ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
4
ａ
8
＼

・
：
社
会
教
育
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
（
社
会
教
育
課
）

Ｙ，昌し＊こ・
＋ｃ＝ｉ’

目
「

・
・
・
抹
茶
ま
た
は
せ
ん
茶

（
生
菓
子
付
き
）
一
服
三
百
五

十
円

〈
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ふ

▽
開
館
時
間
…
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で

▽
施
設
内
容
・
・
・
一
階
は
観
光
パ
ノ

ラ
マ
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ぺ

二
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て

の
展
示
心
一
場
と
茶
室
兼
用
の
和

室
。
（
商
工
観
光
課
）

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
話
と
ス
ラ
イ
ド

。
・
「
源
氏
物
語
と
宇
治
」

不
朽
の
名
作
叔
氏
物
語
」

］
の
中
の
「
－
函
十
帖
」
は
、
私

た
ち
の
住
む
子
原
圭
な
舞
台

一
に
し
て
い
ま
ず
。

一
王
朝
貴
族
と
夭
し
い
姫
君
た

ち
の
あ
や
な
Σ
一
然
の
惣
密

こ
回
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
3
月
4
日
間
、
午

一
後
よ
町
Ｔ
3
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・

一
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1

の
9
、
雲
⑩
2
8
0
4
）
▼
内

］
容
・
・
・
「
邑
―
源
氏
物
語
を
学

一
ぷ
会
と
宇
治
十
帖
の
会
会
員
▼

一
「
ス
ラ
イ
ド
」
＝
宇
治
十
帖
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

一
小
倉
公
民
館
ま
つ
り

「
展
示
の
部
」

一
小
倉
公
民
館
に
集
う
サ
ー
ク

一
ル
会
員
や
地
ｗ
ｍ
ｍ
し
て
い

7
？
ハ
た
ち
、
そ
し
て
子
発
石
だ

ち
の
手
づ
ぐ
り
作
品
が
会
場
狭

し
と
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

家
蓼
気
一
っ
て
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
（
小

倉
町
寺
内
9
1
、
豊
⑩
4
6
8
7
）

（
小
倉
公
民
館
）

小倉公民館まつり日程表

月日 時間 内容

展

一不

第1部

3月ｌＯ日出

3月11日間

午前9時～午ｆ≪5時
日本画・油絵・水彩画・

水墨画・版画・拓本・

児童画・書などを展示
3月Ｉ2ａ囲午前9時～午後4時

第2部

3月17日出

3月18日剛
午前9時～午後5時

パッチワーク・はり絵・つまみ画・ししゅう・工

作・輿物・ロープ人形・

藤手芸・各種手芸品・園
芸・短歌・俳句などを展示3月19日回 午前9時～午後4時

ＭＳ・呵／1・・刈〆・ｉ丿〆・り呵●椚〆・1／卜呵〆・ｉ〆ｉ／卜・丿がＳｌ／・1丿丿Ｍ〃・1／り椚／1丿丿Ｍ

バ
イ
ク
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

毎
年
四
月
に
な
り
束
左
、

「
バ
イ
ク
か
痔
っ
で
い
な
い
の

に
税
金
の
通
知
が
き
た
」
と
い

5
問
公
Ｂ
せ
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
バ
イ
ク
な
ど
の

軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在

の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
と
し

で
登
録
さ
れ
で
い
る
人
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
す
。

友
人
に
譲
っ
た
と
か
、
盗
難

に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
住
所
が

変
幻
っ
た
な
ど
の
場
合
で
申
告

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
済
ま
せ
で
ぐ

だ
さ
い
。

〈
申
告
の
手
続
き
〉

▼
新
規
登
録
・
転
入
・
市
外
在

住
者
か
ら
譲
受
し
た
場
合
・
：

販
売
確
認
書
ま
た
は
廃
車
申

｛
曼
付
書
と
印
鑑
を
持
っ
て

市
民
税
課
へ
。

▼
廃
車
・
転
出
・
市
外
在
住
者

へ
譲
渡
し
た
場
合
・
・
・
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
―
ト
と
匝
繁
痔
つ

で
市
民
税
課
へ
。

▼
市
内
在
住
者
間
で
譲
渡
し
た

場
合
…
相
手
万
の
印
鑑
ま
た

は
譲
渡
証
明
書
と
印
鑑
念
持

つ
で
市
民
税
課
へ
。

た
だ
し
、
軽
自
動
車
は
軽
自

動
車
協
会
（
豊
0
7
5
－
6
9
1
－
6
5

1
6
）
へ
、
二
輪
の
小
型
自
動

車
は
陸
運
事
務
所
（
豊
一
ｍ
－
6
8
1

1
9
7
6
1
）
へ
里
ｎ
し
て
Ｖ

だ
さ
い
。
・
（
市
民
税
課
）

自
動
車
の
登
録
申
請
は

お
早
め
に

三
月
は
登
録
の
窓
口
が
大
変

茜
？
荼
す
。
自
動
車
の
登
録

申
請
は
で
き
る
だ
ぽ
早
め
に
し

で
ぐ
だ
さ
い
。

（
京
都
府
陸
運
事
務
所
）
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天
下
分
け
目
の
戦
い
と
い
わ

れ
る
関
ヶ
原
の
戦
い
、
あ
る
い

は
大
坂
の
陣
な
ど
で
活
躍
し
た

永
井
尚
政
は
、
寛
永
十
年
（
一

六
三
三
）
に
下
総
国
（
茨
城
県

古
河
）
か
ら
淀
に
移
封
さ
れ
る
。

そ
し
て
棋
島
村
、
大
久
保
村
、

広
野
村
を
は
じ
め
と
し
て
、
淀

町
、
佐
山
村
な
芦
午
万
石
の
領

主
と
な
る
。
尚
政
は
、
こ
の
地

に
居
住
し
た
の
を
機
会
に
、
父

直
勝
の
戴
帛
見
め
ヽ
お

よ
Ｖ
水
井
家
雲
屍
寺
と
す
る

聖
寺
が
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
興
聖
寺
の

再
興
か
計
画
。
場
所
も
水
陸
交

通
の
要
地
で
、
。
風
光
明
美
な
宇

治
橋
の
上
流
、
字
治
川
右
岸
の

地
か
選
ん
だ
。
ち
な
み
に
、
こ

の
場
所
は
、
憲
宅
名
園
の
一

つ
朝
日
園
の
茶
園
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
興
聖
寺
の
建
立
に
よ
り
、

二
）
ま
で
に
、
銀
二
千
二
十
四

貫
三
百
五
十
三
匁
の
経
費
と
延

人
数
四
万
九
千
三
百
ぢ
十
二
人

芸
し
て
ヽ
匙
が
整
備
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。

尚
政
は
本
堂
が
完
成
し
た
三

日
後
の
九
月
二
土
八
日
、
曹
洞

宗
の
著
名
な
僧
万
安
英
種
か
迎

え
て
中
興
開
山
と
し
た
。
万
安

一
道
に
徹
す
る
只
邨
抒
座
の
古

風
を
忘
れ
、
い
た
ず
ら
に
衰
微

す
る
こ
と
を
嘆
き
、
宗
偕

に
な
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
が

美
濃
（
岐
阜
県
）
、
丹
波
、
摂

津
な
ど
で
名
刹
を
再
興
し
た
の

は
、
道
九
禅
復
興
の
一
例
で
あ

る
コ
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）

以
降
、
摂
津
国
住
吉
の
臨
南
庵

興
聖
寺
の
再
興

朝
日
園
の
一
部
は
衰
扁
葛
。

と
こ
ろ
で
、
京
都
所
司
代
か

ら
寺
院
建
立
の
認
可
を
営
け
た

尚
政
は
建
物
の
建
設
を
開
始
す

は
江
戸
起
雲
寺
で
得
度
し
、
東

林
寺
、
鯵
尋
．
吉
祥
寺
を
歴

参
に
た
の
ち
、
師
源
空
の
死
去

で
再
び
起
雲
寺
に
民
る
が
、
元

で
生
活
を
送
っ
て
い
た
彼
が
、

尚
政
か
ら
興
聖
寺
第
五
世
住
持

の
依
頼
を
承
諾
し
た
理
由
の
一

つ
に
は
、
道
几
禅
の
復
興
と
、

る
・
慶
安
元
年
（
二
八
四
八
）
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
は
総
山
城
国
に
は
そ
れ
か
伝
え
る
禅

に
は
ヽ
書
院
窓
麟
ヽ
蚕
持
寺
へ
ヽ
の
ち
再
び
諸
国
忽
寺
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

町
翌
ヽ
鵬
な
石
相
次
歴
し
た
・
遊
歴
中
は
、
匹
賜
の
で
あ
う
フ
・

い
ｐ
ｍ
て
ら
れ
、
翌
年
九
月
二

十
三
日
に
は
本
堂
が
完
戌
し
た
。

こ
フ
し
て
承
5
元
年
（
一
六
五

の
僧
馬
堂
、
一
総
、
龍
渓
な
ど

と
交
友
す
る
と
と
も
に
、
当
時
、

曹
洞
禅
が
、
開
祖
道
匹
の
座
禅

道
石
噪
草
に
興
聖
寺
を
建

立
し
、
寛
元
Ｒ
年
（
一
二
四
三
）

深
草
の
地
か
離
れ
る
が
、
数
え

て
四
百
年
余
の
星
霜
を
経
て
、

興
聖
寺
が
再
興
さ
れ
、
宇
治
に

道
冗
禅
が
よ
み
が
え
っ
た
の
で

あ
る
。

－
ひ
Ｉ
ひ
Ｉ
つ
Ｉ

『
宇
治
市
史
年
表
』発

売
中
で
す

弥
生
時
代
か
ら
昭
和
五
十
七

年
ま
で
の
宇
治
の
歴
史
事
象
を

叙
述
し
て
い
る
「
宇
治
市
史
年

表
」
を
た
だ
今
発
売
し
て
い
ま

す
。
価
格
は
一
冊
四
千
円
で
、

購
入
さ
れ
る
人
は
、
市
役
所
歴

史
資
料
室
ま
で
お
越
し
ぐ
だ
さ

い
。
ま
た
「
宇
治
市
き
（
全

六
巻
）
二
巻
は
品
切
駱
弟
か
、

一
巻
お
よ
び
三
～
六
巻
は
発
売

し
て
い
ま
す
。
価
格
は
各
巻
四

千
円
で
す
。
（
歴
史
資
料
室
）▲興聖寺の本堂

現俣勝・邨こキが力｀り

北西角で「雨落とし溝」発見

三
彩
陶
器
片
も
出
土

市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
十
一

月
か
ら
進
め
て
い
ま
し
た
大
鳳
寺

跡
（
菟
道
西
中
）
の
発
掘
調
査
（
第

四
次
）
で
、
幅
Ξ
μ
、
深
鳶
）
・

五
だ
の
愚
営
祢
晃
寺
の
北
西

角
に
当
た
る
、
築
地
塀
の
雨
落
と

し
溝
の
可
能
性
が
あ
り
、
創
建
期

の
大
鳳
寺
の
規
模
姦
商
す
る
有

▲雨落とし溝が見つかった寺の北西角

力
な
手
か
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
土
遺
物
に
は
、
創
建
に

使
用
し
た
川
原
寺
式
の
瓦
（
か
わ

ら
）
十
点
や
土
師
器
（
は
じ
き
）

須
恵
器
（
す
え
き
）
を
ほ
じ
め
、

市
内
で
初
め
て
見
つ
か
っ
た
と
い

う
三
彩
陶
器
の
破
片
（
約
一
町
角
）

一
個
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
寺
の
境
界
を

示
す
遺
構
を
み
っ
け
る
の
が
目
的

で
、
寺
域
と
思
わ
れ
る
南
北
百
六

十
五
が
、
東
西
百
十
μ
の
区
域
の

北
西
部
分
約
二
百
平
方
む
を
発
掘

し
ま
し
た
。

大
鳳
寺
は
、
今
か
ら
約
千
三

百
年
前
の
白
鳳
時
代
に
建
立
さ
れ

た
寺
院
。
「
山
城
名
勝
志
（
や
ま

Ｅ
Ｘ
ゐ
い
し
ょ
’
こ
）
」
や
「
東

寺
文
書
（
と
え
に
も
ん
じ
ょ
）
」

な
ど
に
も
寺
名
が
出
て
お
り
。
四

土
八
年
に
行
わ
れ
た
初
め
て
の
発

掘
調
査
忿
瑞
み
の
恐
蘆
な
ど

が
見
つ
か
り
、
白
鳳
時
代
寺
院
跡

の
存
在
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
三
回
の
調
査
で

▲大鳳寺跡から出土した瓦（か

わら）や三彩陶器の破片

寺
院
遺
構
と
み
ら
れ
る
溝
な
戸
が

み
つ
か
り
、
塔
な
ど
タ
り
ち
法
隆

寺
と
同
じ
丈
座
伽
藍
（
が
ら
ん
）

配
置
の
寺
と
考
弧
Ｒ
ハ
て
い
ま
す
。

同
寺
は
、
平
安
時
代
ま
で
は
存

続
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
と
に
改

修
が
さ
れ
て
い
る
ぷ
つ
で
す
。
し

か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
改
修
と

廃
絶
の
時
期
を
解
明
す
る
資
料
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ひ
き
つ

づ
き
三
ヵ
年
計
画
で
伽
藍
南
大
門

な
ど
の
調
査
か
通
め
、
同
寺
の
全

容
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
未
了
。

市営茶室対鳳庵

3月1日から開席

宇治少年少女合唱団員を募集

宇
治
市
史

の
窓

大鳳寺跡
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春
は
ｍ
が
乾
燥
し
、
火
災
か

発
乞
1
い
時
期
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
と
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
焼
死
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
春

の
火
災
予
防
運
動
を
二
月
二
十
九

日
か
ら
展
開
中
で
す
。
期
間
は
三

月
十
三
日
ま
で
で
、
前
半
は
、
車

両
火
災
と
林
野
火
災
の
防
止
に
重

点
か
邑
い
て
い
未
了
。

消
防
本
部
で
は
、
次
の
こ
と
を

重
点
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

剛
寝
た
き
り
考
人
な
ど
に
対
す
る

安
全
対
策
の
徹
底
。

恋
家
庭
内
で
の
防
火
対
策
の
徹
底
。

即
事
業
所
内
で
の
防
火
管
理
体
制

の
強
化
。

剛
危
険
物
、
高
圧
ガ
ス
災
害
の
防

止
と
車
両
防
火
の
推
進
。

邸
山
火
事
予
防
対
策
の
強
化
。

こ
れ
ら
の
重
点
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
寝
た
き
り
老
人
や
独
居

老
人
宅
な
ど
へ
の
防
火
訪
問
、
各

ト
小
さ
な
油
断
が
大
き
な
火
事
に
・
：

人
権
問
題
と

憲
法
の
精
神

同
和
開
題
は
、
封
建
社
会
の

9
分
制
度
に
稀
つ
く
差
別
に
咄

り
、
現
代
で
も
な
お
著
し
ぐ
基

本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る

と
い
ラ
問
題
で
す
。

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
関
心

か
痔
ち
な
が
ら
も
正
し
ぐ
知
る

機
会
が
少
な
い
た
め
に
、
十
分

理
解
し
て
い
な
い
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
ラ
か
。

今
回
か
ら
八
回
シ
リ
ー
ズ
で
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇

私
た
ち
は
、
だ
れ
で
も
幸
せ

し
て
日
本
国
恩
法
に
よ
り
、
す

べ
て
の
国
民
に
等
し
ぐ
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
だ
れ

も
が
人
間
と
し
て
生
き
る
権
利

か
痔
ち
、
法
の
下
に
平
等
で
あ

っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社

会
的
関
係
で
差
別
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
の
原
則
は
、
現
代
の
民

事
業
所
で
の
避
難
訓
練
や
消
防
用

設
備
、
消
防
計
画
な
ど
の
再
点
検
、

山
林
パ
ト
ロ
ー
ル
、
路
線
・
通
園

バ
ス
な
ど
の
車
両
防
火
指
導
、
危

険
物
、
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講

習
心
一
の
開
催
、
高
圧
ガ
ス
運
搬
車

両
の
街
頭
検
査
な
ど
を
行
い
康
ｙ
。

（
消
防
本
部
）

お
知
ら
せ

’
宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

入
園
児
募
集

宇
治
福
祉
園
で
は
、
心
身
障
害

児
の
ほ
子
通
園
に
よ
る
療
育
を
行

っ
て
い
未
了
。
そ
の
昭
和
五
十
九

年
度
第
一
ク
ー
ル
の
入
園
申
し
込

み
舎
客
扮
け
て
い
ま
す
。

▼
甲
し
込
み
期
限
・
：
3
月
7
日

ま
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
福
祉
課

（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
福
祉
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
：
3
月
Ｈ
日
㈲
、
午
前

8
時
半
に
宇
治
市
民
会
館
前
に
集

合
。
同
4
5
分
出
発
（
雨
天
の
場
合
、

3
月
1
8
日
間
に
順
延
）
▼
コ
ー
ス

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
基
本

的
人
権
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

中
で
正
し
く
守
ら
元
て
い
る
で

し
ょ
4
か
。
残
念
な
こ
と
に
差

別
や
偏
見
に
よ
り
、
基
本
的
人

権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
る

事
実
が
数
多
く
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

守
ろ
う
人
権
、
ゆ
る
す
な
差
別

に
、
自
由
に
、
そ
し
て
平
等
に

人
間
ら
し
ぐ
牛
宵
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
は
、
今

日
で
は
幸
福
夕
遣
求
す
る
権
利
、

人
間
ら
レ
4
居
す
る
権
利
、

ま
た
教
育
夕
受
け
る
権
利
、
働

く
権
利
な
ど
の
基
本
的
人
権
と

主
主
義
社
会
の
基
本
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
長

い
歴
史
の
積
み
重
ね
の
中
で
確

立
さ
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち
は

こ
れ
を
尊
重
し
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
地
区
や
女
性
、
ま
た
心

身
障
害
者
や
外
国
人
、
職
業
に

対
す
る
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

実
態
が
あ
り
康
Ｔ
が
、
と
昨
わ

け
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対
す

る
基
本
的
人
権
の
侵
害
は
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。
働
く
意
思
も
あ

お買い物のめやす
消費者物価20

この公表価格は，2月始めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品名 規格 平均ｍ格
廬恪状況

吋ｎｉ月比般高価ｔＳ駁低ｍａ

灯油
18（店頭

1111，4569・ａ0．8川1．550川1．330

18乙店頭 1，4990．31．6001，400

ガソリン
レギュラーロ現金売り

146ＡＩ．4155 136

テイッシュベーノ々－400枚入卜（クリネッタス・又コフテ（Ｉ
156 0．6 168 138

台所用ラップサランラップ30ｃ≪Ｘ20ｍ218 0．0 168 218

アルミホイル25Ｘ8ｍ 165▲0．6 188 138

シャンプー 液体ポリ容8ｉ220ｃｃ花Ｋエッセンシャル230▲6．5 230 230
洗扮ｆｒ用

けん 2．4ｋｇ 899 0．0 960 780

牛肉 すきやき用中程度ｌＯＯｇ375ＡＩ．3450 325

）ａさけ 切身100ｇ 297 2．4 400 200

ば（Ｌいしよ男爵100ｇ 20 ▲4．8 32 13

キャベツ中玉幻ｌＩ＜Ｓ311 43．2480 215

鶏卵
Ｍサイズパック入ｌＯ個

216 11．9250 190

食用油
日清サラダ油ピン入1．650ｂ

575 0．0 700 498

しよう油
キッコーマン濃口ピン入2老547▲0．2598 515

砂糖 上白1＞＞ｇ 258 0．4 280 217

小麦粉 日清小麦扮フラワーＵｇ｛薄力粉）211▲0．5232 193

インスタントコーヒーネスカフェ黒ラベルビン入’）150ｒ971ＡＩ．Ｏ1．100798

みそ タヶヤミソ1ｋｇ326 0．3 348 285

食パン
普通品1斤（スライスしたもの）

169Ａ1．2210 150
ｉ＊ｉ≪代 ワイシャツ白の艮そで142Ａ2・．1180 120

…
京
阪
宇
治
駅
～
（
電
車
）
～
八

幡
～
（
徒
歩
）
ト
嵐
山
、
（
徒
歩

行
程
約
2
0
ａ
メ
ー
ト
ル
）
▼
持
参

す
る
物
・
・
・
雨
具
、
昼
食
ｙ
交
通
費

・
・
・
各
自
負
担
▼
問
い
｛
Ｂ
せ
・
：
宇

治
又
振
3
3
、
木
村
長
次
さ
ん
（
Ｓ

⑩
3
6
3
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
・
・
3
月
4
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
南
宇
治

中
学
校
体
育
館
▼
内
容
・
：
卓
球
、

体
力
測
定
▼
申
し
込
み
・
：
上
靴
持

参
で
直
接
会
場
へ
。
吊
民
体
育
課
）

市
・
府
民
税
の
申
告

市
役
所
で
は
三
月
三
日
と
十
日

害
で
あ
り
、
生
き
る
こ
と
夕
否

定
さ
れ
る
に
等
し
い
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
同
和
対
策
室
）

の
土
曜
日
も
平
日
ど
お
り
午
後
五

時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

ｔ
覇
限
は
十
五
日
で
す
。

（
市
民
税
課
）

難
病
相
談

▼
と
き
・
：
3
月
2
6
日
㈲
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
6
・
：
宇
治

保
健
所
▼
対
象
・
：
宇
治
市
、
城
陽

市
、
久
御
山
町
に
住
む
特
定
疾
思

の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
小
児
慢
性

特
定
疾
患
の
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

の
思
者
（
疑
い
の
あ
る
人
も
）
と

家
族
▼
内
容
・
・
・
医
療
、
療
養
生
活

に
関
す
る
個
別
相
談
指
導
▼
申
し

込
み
…
予
約
制
で
す
。
3
月
1
5
日

出
ま
で
に
、
｛
器
で
宇
治
保
健
所

（
容
⑩
2
1
9
1
）
へ
。

（
宇
治
保
健
所
）

ジ
ャ
ズ
体
操
講
習
会

▼
と
き
・
・
・
3
月
1
3
日
㈹
、
午
後

1
時
～
2
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
・
・
三

浦
百
合
子
さ
ん
▼
定
員
…
3
0
人
▼

受
講
料
・
：
無
料
▼
持
参
す
る
物
・
・
・

運
動
し
や
す
い
服
と
靴
、
大
型
タ

オ
ル
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
⑩
2
3
1
5
）

へ
。
（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

季
節
料
理
教
室

「
春
の
家
庭
料
理
」

▼
と
き
・
：
3
月
2
7
日
叫
、
午
後

1
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
▼
講
師
…
料
理
研
究
家
、

＾
ｉ
＜
＞
－
・
＜
―
＜
＾

身体障書者対象

市
職
員
を
募
集

申
し
込
み
は
7
日
ま
で

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
市

職
員
を
募
集
し
栄
す
。

▼
職
種
・
：
一
般
事
務
職
、
一

人
▼
受
験
資
格
・
：
①
昭
和
2
3
年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
4
1
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
②
自
力
で
通

勤
で
き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
遂

行
可
能
な
人
③
視
覚
、
聴
覚
音
声

言
語
機
能
の
障
害
者
ま
た
は
肢
体

不
自
由
者
で
、
4
体
障
害
者
手
帳

（
6
級
以
上
）
の
交
付
夕
受
け
て

い
る
人
④
活
字
印
刷
文
（
点
字
を

除
く
）
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き

今
人
⑤
昭
和
5
9
年
2
月
1
日
現
在
、

宇
治
市
内
に
住
所
を
有
し
、
申
し

込
み
の
日
ま
で
引
き
続
き
市
内
に

住
所
を
有
す
る
太
⑥
学
歴
不
問
、

た
だ
し
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

太
。

【
第
一
次
試
験
一

▼
と
き
…
3
月
8
日
困
、
午
前

9
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

総
合
福
祉
会
館
▼
申
し
込
み
・
：
原

則
と
し
て
本
人
が
身
体
障
害
者
手

帳
、
申
込
書
、
履
歴
書
夕
痔
参
の

上
、
3
月
7
日
ま
で
職
員
課
へ
。

実
施
要
項
、
申
込
書
は
職
員
課
に

あ
り
ま
す
（
玄
関
案
内
で
も
可
）
。

郵
送
は
不
可
。
（
職
員
課
）

星
野
美
智
子
さ
ん
▼
定
員
・
・
・
3
6
人

▼
材
料
費
・
：
千
二
百
円
▼
申
し
込

み
…
材
料
費
夕
添
え
て
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
直
接
。

（
至
房
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

測
量
士
（
補
）
試
験

▼
と
き
…
5
月
2
0
日
間
、
午
前

1
0
時
1
午
後
4
時
（
測
量
士
）
、

午
後
1
時
半
1
4
時
半
（
測
量
士

補
）
▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
市
ほ
か
2
3

都
市
▼
願
書
受
け
付
け
・
・
・
建
設
省

国
土
地
理
院
へ
3
月
1
9
日
ま
で
▼

願
書
用
紙
の
交
付
・
・
・
京
都
府
土
木

建
築
部
用
地
課
、
宇
治
地
方
振
興

局
ほ
か
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
地

方
振
興
局
（
豊
⑩
2
6
1
）
へ
。

（
宇
治
地
方
振
興
局
）

3
月
の
献
血

▼
3
月
8
日
出
―
午
前
1
0
時
～

正
午
、
東
目
川
・
東
目
川
第
二
町

内
会
（
横
島
ク
レ
ー
ン
で
）
。
午

後
Ｌ
時
半
～
3
時
半
、
宇
治
病
院

▼
3
月
1
5
日
出
＝
午
前
1
0
時
～
正

午
と
午
後
1
時
～
3
時
半
、
早
治

市
役
所
▼
3
月
2
1
日
出
―
午
前
1
0

時
～
正
午
、
日
本
ジ
フ
ィ
ー
。
午

後
1
時
半
ト
3
時
半
、
三
和
研
磨

・
工
業
。
（
保
健
予
防
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
と
き
・
・
・
3
月
1
3
日
脚
▼
と
こ

ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
（
木
幡
神
社
）

＝
午
前
1
0
時
4
0
分
発
、
小
倉
公
民

館
＝
午
前
1
0
時
5
0
分
発
、
旦
椋
公

＜
≪
堂
＝
午
前
Ｈ
時
1
0
分
発
、
宇
治

保
健
所
＝
午
前
1
1
‥
1
時
2
0
分
着
。

（
環
境
保
全
課
）

槙
島
町
吹
前

小
西
徹
也
ち
ゃ
ん

福
祉
ミ
ニ
ガ
イ
ド
在
宅
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

市
で
は
現
在
、
在
宅
者
へ
の

福
祉
対
策
を
い
く
つ
か
行
っ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
ぐ
た
め
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
禾
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

▼
対
象
・
：
6
5
歳
以
上
の
寝
た

き
り
老
人
や
重
度
の
身
体
障
害

者
（
児
）
で
、
自
宅
で
は
入
浴

で
き
な
い
人
▼
内
容
…
体
を
横

てっちゃんは車が大好き。お父

さんの白い乗用車が一番大きなオ

モチャですＯ

この欄に掲載するお子さん（58

年3月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

た
え
た
ま
ま
入
浴
で
き
る
特
殊

な
入
浴
設
備
か
痔
つ
施
設
に
委

託
1
入
浴
サ
ー
ビ
ス
奎
竹
う
。

特
殊
寝
台
の
貸
与

▼
対
象
…
6
5
歳
以
上
で
在
宅

の
寝
た
き
り
考
人
▼
内
容
・
：
体

の
起
居
動
作
奎
間
単
に
調
節
で

き
る
特
殊
な
寝
台
盈
貸
与
。

車
い
す
の
貸
与

▼
対
象
・
内
容
・
・
・
6
5
歳
以
上

の
病
弱
な
ど
で
自
力
歩
行
が
困

難
な
老
人
に
、
通
院
や
散
歩
の

際
に
活
用
し
て
い
た
だ
ぐ
も
の
。

な
お
、
詳
細
は
福
祉
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

（
福
祉
課
）

移
動
図
書
館

（
3
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

2
6
日
5

剥
1
日
s

1
5
日
5

1
3
日
s

1
2
i
n
s

8
日
團

7
日
南

6
日
脚

2
日
面

一
日
團 日

ｇ
μ
・

明
星
町

志
津
川

相
角

黄
槃

南
山

南
陵
町

申
渚
瘤

公
罠
館
騰

神
明

奥
広
野

広
野

蔭
山

横
島 開

野
神

白
川

遊
田

地
区

3
・
0
6
・
0

1
・
Ｏ
～
―
・
3

4
・
0
5
・
0

1
9
3
～
1
・
3

3
・
0
4
・
0

1
・
3
～
1
・
0

0
・
0
―
1
0

1
・
Ｏ
～
1
・
0

5
・
0
6
・
0

1
・
1
～
1
・
0

4
一
4
・
0

1
・
0
0
～
1
・
５

41 3
・
0
6
・
0

1
●
Ｏ
～
1
・
3

1
5
‥
1
0
～
1
6
‥
1
0

4
・
0
4
・
0

1
1
0
1
1
―
5

Ｏ
・
0
1
・
0

―
Ｉ
Ｏ
～
―
・
2

1
5
‥
1
0
～
拓
‥
1
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
5
0

1
4
‥
0
0
ー
1
5
］
2
0

1
・
0
1
・
0

―
●
Ｏ
～
1
―
4

Ｏ
・
0
0
―
0

―
●
Ｏ
ー
1
・
3

4
・
0
6
・
0

1
ｌ
Ｏ
～
1
・
0 駐

車
時
間

0
0
～
1
5
一
4
0

宇
治
市
公
民
館
前

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

二
丁
目
公
園
前

宇
祐
市
公
民
館
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

ユ
ニ
チ
カ
ａ
山
社
宅

南
落
ム
ロ
ロ
の
ｉ
｀
り

’
八
木
カ
レ
ー
。
｀
／

開
公
民
分
館
前

池
な
ら
商
鷹
向
か
い
側

茶
研
登
り
口

遊
田
三
角
公
園

駐
車
場
所
’

市
民
図
書
室
は
秋
の
新
図
書
館
完
成
ま
で
休
室
。

295

春の火災

予防運動

防火診断や指導を
強化

同
和
問
題
と
人
権
権

3月13日まで
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六地蔵（全域）木、幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸．西浦、

3／117耀頌山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木．幡熊小路）五ヶ庄（雲雀島．谷前．西田、古川、北ノ庄、西川

219原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝／東｀、高峰山）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸
ノ内．京大宿舎）

320菟道（平町を除く全域）明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法、東山、下居、琵琶．野神、弐番、

521池森、米阪、矢落．若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）622神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）723広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）826大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）｀伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）927開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

宇治（半白）

1228小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林．井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

1329道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～ｉ3棟
小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

1430までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

棋ａ町（全域）1531小倉町（近鉄以東の新田島）

宇洽（戸ノ内、蔭山．国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田．御園、陣ノ16／2内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

し尿収集日程

し尿収集日程

し尿収集日程

表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢
ＴＥＬ075－631－5171番

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

122花揃．赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部
223北御蔵山（平尾），中御蔵山、町並．奈良町．畑町．炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町、324一丁目、札ノ辻町．紺屋町

526内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）、
627大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
829寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部．梅林官有地、大林一部

930西浦一部、新開、平野府営住宅、’折坂一部
1031福角（国鉄以西）、Ｓ皆田、岡本、上村、大八木島
124／2車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（雄Ｓ飛地）

13ｉ／3車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
144／4福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
15西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）

16芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
17南山（Ｂ）、金草原
19南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）中村（国鉄以東）、東巾（国鉄以東）北畠一部

21北畠、桧尾、平尾、須留
53／28笠取

白川・志津川・菟道・宇台・神明・広野町・開町・大久保町地域

野神、大谷、弐番（府道以南）．大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、122壱番一部（宇治橋通り以北、宇治ｍｍ西側通り以西）

223下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
324蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸．山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原．門前、只川、中筋、526池山、谷下り（国鉄以東）、．出口（国鉄以東）

15田原、井ノ尻、旦椋．平盛、南ノロ
北／山、山／内、上ノ山、大竹、茶屋畏．久保、南ノロー部、西畏、寺山（国鉄Ｊｉｌ西ｊ、16寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、17石塚（心華寺通り以西）

19東男、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宵北一部
21小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

ゴミ減量に

ご協力ください

●・ゴミの水切りを完全にしてくださ

ｖ。

●・燃えるゴミの中にガラスや空カン

を入れないでください。

●新聞や雑誌類はゴミとして出さず

に、町内会などでまとめて古紙回

収として出してください。

（清掃事務所）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域
122戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
223東目川．西目川、南落合（0～3の通りまで）
324南落合（4の通り以降～13の通りまで）
526南浦（100～110．84～98、30～33）、大京団地、山際一部
627南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、728郡、石橋（大川原線以東）

829老ノ木、久保、西山（国ｍ以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、930十一（大川原線以東国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

1031寺内、西浦・
124／Ｓ南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
134／3南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、144／4中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春ａ森、－ノ坪．島前、15大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

16中山（近鉄以西），毛語、若林
17羽拍子町
19蛇塚．弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、21神楽田（山中含む）
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1困

●法律相談（総合福祉会館
　13時半～15時半）
●青少年相談（市民会館13

　時～16時）

　　交通事故巡回相談所

とき3月7日（水）・21日（水）
　　　　午前9時～午後4時

ところ宇治市宇治若森

　　　　京都府宇治地方振興局

内容●交通事故の法律問題

　　　　●示談のしがた●賠償
　　　　額の算定●訴訟、調停

　　　　のしかた●自賠責保険

　　　　等の利用、臍求のしか

　　　　たなど。

問い合わせ宇治地方振興局

　　　　　　　　n⑩2970

2m 血圧相談（小倉公民館9
時半～11時）

3田
●結婚相談（川束集会所13
　時～l時）

4⑧
－

5（月）
●心配ごと相談（総合福祉
　会館13時～15時）
　乳児根談（保健医療セン
　ター9時半～n時

6㈹
ｔ ノ

¬

　青少年問題の悩みなど
　お気軽にご相談を。7團

－
8俐

●法律相談（総合福祉会館
　13時半～15時半）
●人権相談（市民会館10時
　～15時）

宇治こころの電話
0774－24－0800
日曜・祝日除く毎日午前9

時～午後6時に受け付け。

　（電話番号はお間違いのな
いように刀

9吻
血圧相談（木幡公民館9
時半～n時）

10（±）●結婚相談（川東薬会所13
　Hi～IRn・iｉ ／

11⑨

12（月）●心配ごと相談（i，t．合福祉会館13時～15時）
　乳児相談（木幡公民館9時半～11時）

13㈹●年金相談（総合福祉会館10時～12時）

14困 移動消費生活相談（笠取集会所10時～15時）

15困
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）
●高齢者無料職業相談（If，合福祉会館10時～15時）
●行政相談（市民相談室10時～16時）

16｛i血圧相談（広野公民分館9時半～11時）

17（f）●結婚相談（川束集会所13時～15時）

18⑨

19（月）●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

20R

2］困●精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

22困 ●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

23i）

24出
●結泌傾諮白ll市也八硲i．’？
時～15時） 社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所
から南へ200に）で相談を受けてい

ます。（社会福祉協議会＝総合福
祉会館内豊⑩5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）
　よろず相談全般。毎週月曜日、
　総合福祉会館で。

●法律相談（弁護士）法律問題全
　般。総合福祉会館で。毎月第l・

　2・3・4木曜日、定員10人。

●結婚相談（専任相談貝）
・登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
　協・相談所貝）

　高齢者の求人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）

　キ金全般。

・

・

・

ミ

―

―

－

―

25⑥

26（月）
●心配ごと相談（総合福祉

　会館13時～15時）

27（勾
●消費生活相談（商工観光

　課lO時～15時）

28團
移動市民相談（半白集会

所13時～16時）

29困

30i）

31倒
4月

1⑧
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